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先
場
所
は
「
や
は
り
最
後
は
千
代
鈴
か
！

」
と
見
事
に
逆
転
優
勝
の
千
代
鈴
が
横
綱
と

し
て
の
初
め
て
の
連
覇
に
挑
む
。
そ
の
安
定

感
か
ら
ほ
と
ん
ど
死
角
が
見
当
た
ら
ず
、
優

勝
候
補
の
本
命
。

先
場
所
優
勝
す
れ
ば
横
綱
昇
進
と
い
う
場

所
に
臨
み
、
千
秋
楽
結
び
の
一
番
で
勝
て
ば

優
勝
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
き
な
が
ら
優
勝

を
逸
し
横
綱
昇
進
が
成
ら
な
か
っ
た
大
関
大

神
楽
。
朝
日
松
理
事
長
か
ら
は
「
も
う
一
場

所
様
子
を
見
た
い
！
」
と
の
発
言
が
あ
り
、

ま
さ
に
今
場
所
が
悲
願
の
横
綱
昇
進
の
正
念

場
と
な
る
。

さ
ら
に
、
西
神
門
に
続
け

と
次
の
大
関
を
狙
う
関
脇
四

季
嶋
と
綱
乃
花
の
大
関
争
い

も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
だ
ろ
う
。

一
方
、
２
場
所
途
中
休
場
の
後
、
先
場
所

全
休
し
た
横
綱
若
ノ
嶋
が
進
退
を
賭
け
て
出

場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
場
所
前
は
精
力
的

に
出
稽
古
に
も
出
掛
け
、
ま
ず
ま
ず
の
調
整

振
り
と
い
う
。

ベ
テ
ラ
ン
横
綱
が
復
活
す
る
の
か
、
そ
れ

と
も
現
役
最
後
の
土
俵
と
な
る
の
か
注
目
し

た
い
。
ち
な
み
に
横
綱
春
ノ
翔
は
今
場
所
も

休
場
し
、
３
場
所
連
続
の
全
休
と
な
る
。

話
題
豊
富
な
本
場

所
は
初
日
か
ら
三
日

目
ま
で
行
い
、
３
連

勝
は
大
関
大
神
楽
、

小
結
鬼
ヶ
嶽
、
平
幕

の
夢
ノ
花
、
喜
乃
郷
、

白
閃
光
、
桃
乃
洲
の

６
人
と
な
っ
た
。

優
勝
候
補
本
命
の

横
綱
千
代
鈴
は
二
日

目
に
こ
れ
ま
で
７
戦

負
け
無
し
の
小
結
鬼

ヶ
嶽
の
の
ど
輪
に
ま

さ
か
の
敗
戦
を
喫
し

た
。
初
日
、
三
日
目

は
危
な
げ
な
い
相
撲

で
２
勝
１
敗
の
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。

↓初日が復活のカギと言っていた若ノ嶋。復活す

るには負けられない鬼ヶ嶽との一番だったが、

気持ちだけが空回り。虚しく土俵を割った。

千
代
鈴
に
勝
っ
た
鬼
ヶ
嶽
だ
が
、
初
日
に
復
活
を

目
指
す
横
綱
若
ノ
嶋
に
も
の
ど
輪
で
勝
ち
、
三
日
目

に
は
、
こ
ち
ら
も
優
勝
候
補
と
目
さ
れ
る
新
大
関
西

神
門
に
取
り
直
し
後
の
相
撲
で
立
合
い
か
ら
の
電
光

石
火
の
の
ど
輪
で
勝
っ
て
３
連
勝
。
２
横
綱
１
大
関

を
撃
破
し
て
、
早
く
も
殊
勲
賞
候
補
と
な
っ
た
。

横
綱
若
ノ
嶋
は
こ
れ
ま

で
７
勝
１
１
敗
と
苦
手
と

し
て
い
る
初
日
の
鬼
ヶ
嶽

戦
が
今
場
所
を
占
う
大
き

な
一
番
だ
っ
た
が
、
初
日

に
つ
ま
ず
き
、
二
日
目
に

は
剛
勇
山
に
勝
っ
た
も
の

の
三
日
目
に
月
山
に
負
け

て
序
盤
１
勝
２
敗
と
厳
し

い
出
だ
し
と
っ
た
。
帰
り

際
に
報
道
陣
か
ら
「
横
綱

！
進
退
は
？
」
と
の
問
い

か
け
に
無
言
で
国
技
館
を

後
に
し
た
。

悲
願
の
横
綱
を
狙
う
大
関
大
神
楽
は
３
日
間
と
も

ま
っ
た
く
相
手
を
寄
せ
つ
け
な
い
相
撲
で
３
連
勝
。

横
綱
大
関
陣
の
中
で
は
も

っ
と
も
安
心
し
て
見
て
い

ら
れ
る
相
撲
っ
ぷ
り
を
こ

の
３
日
間
は
見
せ
て
い
る
。

【
第
百
六
十
二
回
本
場
所
初
日
～
三
日
目
】

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の
５
月
１
１

日
に
第
１
６
２
回
本
場
所
の
初
日
が
幕
を
開

け
た
。

今
場
所
は
先
場
所
９
勝
２
敗
で
優
勝
決
定

戦
に
臨
み
、
惜
し
く
も
同
部
屋
兄
弟
子
の
横

綱
千
代
鈴
に
敗
れ
て
連
続
優
勝
を
逸
し
た
関

脇
西
神
門
が
大
関
に
昇
進
し
、
１
５
７
回
以

来
５
場
所
振
り
に
東
西
の
大
関
が
揃
う
形
と

な
っ
た
。

↑初日に相性のいい若ノ嶋を破った鬼ヶ嶽は二日目も勢いそのまま

一度も勝てなかった千代鈴を真っ向から攻め切って押し倒した。

剛勇山●(引き落し)○千代鈴千代鈴○(寄り切り)●烏帽子

若ノ嶋○(押し倒し)●剛勇山

若ノ嶋●(寄り切り)○月 山

↑三日目、破竹の勢いで大関に駆け上がり、今

場所も優勝候補の一角である西神門も、鬼ヶ

嶽電光石火の右攻めの前に天を仰いだ。

大神楽○(寄り切り)●鉄 甲大神楽○(寄り切り)●月 山


